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論文審査の要旨 

 

 

本研究は小学 5 年生に対し実施された体力テストと運動器検診の結果の関係の調査であ

る。対象データは奈良県下の小学 5 年生 568 名に対して実施された文科省が定める体力

テスト 8 項目及び運動器検診にて学校医が整形外科への二次受診が必要と判断した児童

の人数である。体力テストの結果は正規分布をなし、平均値・歪度・尖度に全国的分布

との差は認めなかった。 運動器検診で二次検査を必要とした児童は 39 人（6.9％）で

あった。体力テスト結果を横軸とし、二次検診を必要とした児童の人数のヒストグラム

を作成すると、体力テスト結果の高い部分と低い部分にピークが存在する二極化を認め

た。体力テストの結果が低く、運動器障害が発生している児童は、肥満の影響を受けて

いる可能性がある。また体力テストの結果が高く、運動器障害が発生している児童には

オーバーユースなどが発生している可能性がある。今後は双方のグループに対する適切

な介入を検討する必要が考えられる。公聴会では、各群のスポーツテスト項目ごとの点

数内訳、低点数及び高点数の要二次検診者への介入方法、高点数要二次検診者の因子分

析の具体的方法、さらに低年齢層の解析の重要性について質問され適切に回答された。

本研究は、学童の運動障害を防ぎ健全な成長を促す上で重要な知見であり、運動器再建

医学の発展につながる有意義な臨床研究であると評価され、博士(医学)の学位に値する

と考える。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに運動器再建医学の進歩に寄与

するところが大きいと認める。 
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